
令和４年度 第２回西日本カーリング協議会 議事録 

 

日時 １０/８（土）１４時～１７時半 Zoom 会議 

 

参加者 松本幸彦 会長代行 

 石垣留美氏 田口朱美氏 吉岡綾佳氏 松之内達弘氏 北村雅美氏 高原侑里氏 河合嘉宏氏 

 岡村呂子氏 吉田泰秀氏 後藤浩史氏 佐々木正二郎氏 山口学氏 福岡雅敏氏 川田良子氏 

 樋脇治氏 石原幸江氏 

 野藤薫 監事 

 中村英明 事務局長（議事録担当） 参加者 １９名 

 

最初に松本会長代行より挨拶及び現状と今シーズンの見通しについて説明があった。その中で、佐々木

正二郎氏に副会長をお願いしたいことの理由説明があり、改めて、満場一致で承認された。 

 

以下決定事項（事前アンケート等による多数を承認） 

●女子のチーム構成については例年通り問わない。 

●他ブロックからの派遣は見送ることとした。 

●前年度優勝枠は設けない。 

●アイスメイカーを派遣できなかった協会へのペナルティは１日につき５千円とし、回収されたお金は

派遣されたアイスメイカーのみなさんに分配することとした。 

●選手権大会においては事前にＰＣＲ検査を義務付けることとしたが、今後のコロナの状況によっては

ガイドラインが変わる場合があるのでその時はそれに従うこととした。 

 

協議を行い決定した事項 

〇西日本内の（西日本協議会にて指定している）ブロックをまたいでの選手登録についてきちんとして

ほしいとの要望がでていたことを協議した。 

岡山協会及び愛媛協会にて、そのような状況にあるが、どのような経緯で登録が行われているかの説明

があった。 

JCA としては、「登録規程」に必ずしも沿っていなくとも事情があり、協会長が認めればその協会に登録

出来るという判断があることから、登録については協議会から指示することはできない。 

しかしながら出場枠の割り振りは、協議会の判断にて可能であるが、現状、西日本ブロック内においての

ブロック割は将来に向けての暫定的なものであり、現状の協会数においては西日本ブロック内でのブロ

ックまたぎを問わないということで申し合わせをした。 

なので、枠の割り振りについても例年通りに行うこととした。 

また、枠の割り振りの際に登録人数が全く同じになった場合、該当カテゴリーのあと、全登録人数で判断

し、それでもどちらかに決定できない場合は、ウェブ会議等のオープンな場で抽選で決めることとなっ

た。 

 



上記の決定事項は、本年度に対するもので、次年度以降については、引き続き協議会にて協議決定してい

く事となった。 

 

その他 

〇京都協会石垣氏より事務局への事務費の値上げをしてはどうかとの提案があり、月額１万円から２万

円への値上げが満場一致で了承された。 

〇岡山協会の北村氏よりチーフアイスメイカーへの交通費と宿泊費の補助をお願いしたいとの要望があ

り、満場一致で了承された。 

 

連絡事項 

●今年度の日本選手権大会より WCF 試行ルールである「ノーティックルール」が採用される事となって

いるので、西日本選手権大会においても採用する方向となった。（センターラインがはっきりわかるかが

少々の問題点）ルールについては協会のホームページを確認することとした。 

●ＪＣＡ指導普及委員会より、指導者ステップアップ研修会（指導者資格更新義務研修として）が１２/

１８に開催されるので、コーチの資格を持っている会員の方はぜひ参加してほしいとのこと。 

●ＪＣＡ指導普及委員会より、オンラインでのＣ級審判講習会を１１月の中旬ごろに開催予定（C 級審

判資格認定） 

 

大会レギュレーションについて、改訂版を別途添付。 

以上 


